
 283 

ふりがな      きくち   のぶよし 

氏 名    菊地 信義 

 

1. 学歴 
2008 年  3 月  埼玉大学教養学部卒業 

2010 年  3 月  東京大学大学院経済学研究科修士課程修了 

2014 年  3 月  東京大学大学院経済学研究科博士課程修了，博士（経済学）取得 

 

2. 職歴・研究歴 
2014 年  4 月 -  2015 年 12 月 日本学術振興会特別研究員 PD 

2016 年  1 月 -  2019 年 3 月 大阪大学社会経済研究所講師 

2019 年  4 月 -           一橋大学経済学研究科講師 

 

3. 学内教育活動 
A. 担当講義名 

（a） 学部学生向け 
基礎計量経済学 

 

C. 講義およびゼミナールの指導方針 
学部の基礎計量経済学では、経済・社会的諸問題を分析するために必要な、計量経済学の基礎的な理論を講

義する。経済学理論の含意や因果効果をどのようにデータ分析するか、その結果をどのように解釈するかに重点

を置いて解説する。 

 

4. 主な研究テーマ 
（1）教育政策 

（2）教育の世代間移転 

（3）就学前・学童保育政策 

 

5. 研究活動 
A. 業績 

（b） 論文（査読つき論文には*） 
* "The effect of instructional time reduction on educational attainment: Evidence from the Japanese curriculum 

standards revision," Journal of the Japanese and International Economies, Vol.32, 2014, pp.17-41.  

"Marginal Returns to Schooling and Education Policy Change in Japan," ISER Discussion Paper, No.996, 2017. 

"Intergenerational Transmission of Education in Japan: Nonparametric Bounds Analysis with Multiple Treatments," 

ISER Discussion Paper, No.1011, 2017. 
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B. 最近の研究活動 
（a） 国内外学会発表（基調報告・招待講演には*） 

"Marginal returns to schooling and education policy change in Japan," 「人材配置の経済学」研究会，大阪大学， 

2016 年 11 月。 

"Marginal returns to schooling and education policy change in Japan,"  The 4th Joint Workshop between 

Chulalongkorn University and Osaka University, 大阪大学，2016 年 12 月。 

"Marginal returns to schooling and education policy change in Japan,"  International Association for Applied 

Econometrics 2017 Annual Conference, ホテルエミシア札幌，2017 年 6 月。 

"Marginal returns to schooling and education policy change in Japan,"  The 10th Trans Pacific Labor Seminar, ア

ジア太平洋研究所，2017 年 6 月。 

"Intergenerational Transmission of Education in Japan: Nonparametric Bounds Analysis with Multiple Treatments,"  

The Osaka Workshop on Economics of Institutions and Organizations, 大阪大学， 2018 年 7 月。 

"Intergenerational Transmission of Education in Japan: Nonparametric Bounds Analysis with Multiple Treatments,"  
The 16th International Convention of the East Asian Economic Association, 国立台湾大学， 2018 年 10 月。 

"After-school care and maternal labor supply,"  Macroeconomics Workshop, 東洋大学，2019 年 2 月。 

"Direct and Indirect Effects of Childcare on Parental Labor Supply: Evidence from the After-School Care Program 

in Tokyo," 関西労働研究会，立命館大学， 2019 年 6 月。 

"Policy Intervention for Higher Education Availability and Policy-Relevant Treatment Effects," 近経研究会，横

浜国立大学，2019 年 11 月。 

"Intergenerational Transmission of Education in Japan: Nonparametric Bounds Analysis with Multiple Treatments,"  
Asian and Australasian Society of Labour Economics 2019 Conference, National University of Singapore,  

2019 年 12 月。 

"The Effects of Gender-Specific Local Labor Demand on Birth Outcomes," 東京労働経済学研究会，東京大学 

（オンライン開催），2020 年 11 月。  

 

（b） 国内研究プロジェクト 
科学研究費研究活動スタート支援「教育機会の不平等と政策効果に関する研究」（研究代表者），2016-2017 年

度。 

科学研究費若手研究「労働市場政策および学校教育施策に関する媒介分析による政策効果のメカニズムの解

明」（研究代表者），2018-2020 年度。 

 
C. 受賞 

第 5 回応用計量経済学コンファレンス 優秀論文賞，2010 年 11 月 

第 16 回労働経済学コンファレンス ポスターセッション最優秀賞，2013 年 9 月 

 
6. 学内行政 
（b） 学内委員会 

入学試験管理委員 (2019 年度，2020 年度) 
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7. 学外活動 
（b） 所属学会および学術活動 

日本経済学会 
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